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第 ３章 河 川 整 備計 画 の目 標
第１節 由良川の川づくりの基本理念

由良川の河川整備にあたっては、水系を一貫として「安全な川づくり」(治水・利水) 「う、

るおいのある川づくり」(環境) 「活力のある川づくり」(地域整備の支援)を目標に、下記の、

基本理念・基本方針に基づき地域 住民と連携を図りながら河川の整備を推進していきます。・

・・・清らかな流れと豊かな緑が織りなす・２１世紀の由良川・・・

由良川の川づくりは、次の基本的な視点を持って由良川の文化の継承と発信、多

様な生物の生息する空間の確保、人々の暮らしやまちづくりに寄与するよう進める

ことが大切です。

風土に根ざした 久の文化の伝承と水文化の創造ならびに文化を発信する川（ ）1 悠
○日本海文化を内陸部に運んだ川

人命・財産を守るため、災害に対する英知を駆使し（ ）2

々しく立ち向かう力強い川雄
○洪水により人の財産や英知すらも時には流す災いをもたらす川

豊かで清らかな流れを保ち、生物や人に しい川（ ）3 優
○豊かな暮らしや特徴ある産業を育て、丹波・丹後の文化の華を開かせ、

その源となった川

このような、豊かな自然・文化を受け継ぎ、悠久の流れにふれ、雄々しく立ち向
かい力強さと優しさを感じ、文化性とﾛﾏﾝに満ち、たくましい人を育て、活力あるま

生きている川で自然と人とが共存している姿が発信でちを築くための基盤づくり、
きる安全な由良川を、未来に継承します。

基 本 理 念

＜悠＞
文化を運び、
文化が交わる川づくり

個性豊かな文化遺産と
の連携を図り、にぎわい
のある水辺の復活及び、
周辺に伝わる伝統行事を
生かした文化の継承・創
造した個性のある川の発
信。更に、住民参加と地
域連携による流域文化圏
の構築に寄与します。

＜雄＞
安全で、豊かな暮らし
を支える川づくり

治水の整備目標に対す
る施設整備を推進すると
ともに、整備途上段階や
計画規模を上回る洪水に
対しても被害を極力抑え

、る危機管理施策について
ﾊｰﾄﾞ･ｿﾌﾄを問わず地域と
連携して防災体制の充実
を進めて行きます。

＜優＞
多様な自然と
仲良くなれる川づくり

清らかな流れと豊かな
緑が織りなす清流を守る
とともに、子どもを中心
とした 住民が、豊か地域
な水と緑のある自然にふ
れあい、環境学習などが
できる場となりうる多自
然型川づくりを推進しま
す。

川づくりの基本方針

地域・住民との連携
情報の共有化
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第 ２ 節 河川整備計画の目標

１．河川整備計画の対象区間

本計画の対象区間は、下記の に示す由良川水系の大臣指定区間外区間（直表３－１

轄管理区間）とします。

表３－１ 計画対象区間

河川名 自 至 区間延長

由良川 左岸：京都府綾部市野田町西ノ谷105番地地先
右岸：京都府綾部市味方町鷲谷6番地地先 海まで 54.1km

土師川 左岸：京都府福地山市字堀地先 2.3km
右岸：京都府福地山市字土師地先 由良川への合流点

合計 56.4km

２．河川整備計画の対象期間

由良川水系河川整備計画は 「由良川水系河川整備基本方針」に基づいた河川整備、

の当面の目標であり、その対象期間は概ね30年とします。

本計画は、現時点の流域の社会状況・自然環境・河道状況に基づき策定されたもの

であり、策定後のこれらの状況の変化や新たな知見、技術の進歩等により、適宜見直

しを行います。

３．洪水、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する目標

洪水による災害の発生の防止及び軽減に関しては、由良川における河川整備の現状

と課題をまず勘案し、更に、国全体の河川整備の状況やこれまでの実績を踏まえた計

画対象期間における整備事業量、河川整備基本方針で定めた最終目標に向けた段階的

整備なども含めて総合的に勘案した結果、昭和57年8月の台風10号規模の降雨に対し

て、災害発生の防止や軽減を図ることを目標とし、整備計画目標流量を図３－１に示

すように基準地点の福知山で3,600m /secと定めます。3

また、整備途上段階で施設能力以上の出水が発生した場合においても被害を軽減で

きるように、必要に応じた対策を講じます。

さらに、計画を上回る洪水が発生した場合にも被害を最小限に抑えるため、洪水情

報の提供や避難計画の策定の支援、土地利用計画との調整を実施していきます。さら

に、住まいの工夫、越水しても被害を最小限にする対策などを関係機関や地域住民な

どと連携して推進に努めます。

なお、洪水・高潮・地震時などには、情報連絡、点検の体制を整備し迅速な対応を

図ります。

由良川における高潮対策区間は過去から高潮が発生していないことから該当区間を

定めません。



- 26 -

上段 ：整備計画目標流量
犀 八〔 〕書き：基本高水ピーク流量

日 川 田( ) 書き：計画高水流量
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図３－１ 主要な地点における整備計画目標流量配分図 （単位：m /sec）３

表３－２ 代表地区における計画高水位及び川幅一覧

河口又は
河川名 地点名 合流点 計画高水位 川 幅

からの距離 (m)HWL

(km) T.P.(m)

由良川 綾部 52.0 42.04 330

福知山 36.6 20.15 480

天津上 32.0 17.79 380

大川橋 8.2 6.84(4.79 *1) 380 *2

河口 0.0 2.25(1.76 *1) 500 *3

土師川 堀 由良川合流点 21.54 210
から1.0km

注）計画高水位( )は由良川水系河川整備基本方針で設定した計画洪水流量を安全に流下させるための水HWL
位。

*1:下流部における浸水家屋を解消する水位。
*2:輪中堤から山付までの間。
現況の河岸～河岸までの間。*3:

T.P 東京湾中等潮位（測地成果 による）. 2000
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４ ． 河 川 の 適 正 な 利 用 及 び 流 水 の 正 常 な 機 能 の 維 持 に 関 す る 目 標

河川空間の適正な利用のために、人々が水と親しみ、由良川の自然を活用した体験

学習の場を提供することを目的に、スポーツやレクリエ－ション活動、水と緑のオー

プンスペースとしての河川利用や、街づくりと一体となった河川整備などの多様な要

請に応じられるよう、これら相互の調整を図りつつ、地域づくりと一体となった川づ

くりを推進します。また、由良川を取りまく生態系を把握した上で、由良川の豊かな

自然を活用して川との触れ合いや水生生物調査など体験学習を継続的に実施し、人と

由良川の良好な関係を創出するための対策に取り組みます。

由良川の水利用は、適正な取水が行われており、この状態を維持することを目標としま

す。このためには、今後も流況・取水量などの監視を継続していくとともに、渇水時にお

いては利水者をはじめ、住民に情報提供を行います。さらに、利水者間での調整が可能な

状況を作りだし、渇水による流域への影響の軽減に努めます。

一方、現在良好な状況を維持している水質については、今後も安心して利用できるよう

その維持を目標とします。しかし、水質は、本川のみならず支川なども含めた流域全体の

社会生活に起因する汚濁負荷量の影響を受けるため、関係機関と連携し汚濁負荷量の低減

を図るとともに、定期的または緊急時に監視を行います。また、川の自浄機能の回復を図

り 「透明感のある川」をめざすための対策を検討し、あわせて、これらの情報を共有化、

し流域全体での水質保全を推進します。

さらに、不法投棄のゴミが多いなどの現状から、住民や関係機関、市民団体等との連携

のもと、河川愛護精神の高揚を図る対策を講じます。

５ ． 河 川 環 境 の 整 備 と 保 全 に 関 す る 目 標

、 。由良川は 現在でも良好な水質や河畔林に代表される豊かな水辺の環境を有しています

かつては、人々が水害から生命、資産を守るため、水害防備林として植えられたマダケな

どの樹林は、現在においても連続性を保ち緑豊かな由良川らしい景観や生態系の大き

な要素となっています。

また、瀬と淵は、河道掘削や砂利採取により局所的に単調化しているものの、経年的に

それほど大きな変化や移動はなく、全体的には維持されています。

このような河畔林や瀬・淵は、それぞれの箇所で多様な生物の生息・生育環境とし

て機能しているとともに、由良川の代表的な景観を形成しています。

よって、河川環境に関しては、由良川の自然環境を核として、人がやすらぎ、多様な生

次世代に引き継いでいくために、河物の生息・生育環境を確保し、現在の由良川の環境を

川水辺の国勢調査等の継続的な環境モニタリング調査を行い、生態系の動向を把握しなが

ら、積極的に保全します。

この豊かな自然環境は、河川内の環境だけで成り立っているのではなく、沿川や流域の

様々な自然環境との連携によって成り立っています。

そこで、由良川を流域の水と緑のネットワークの核と位置付け、現在の豊かな自然環境

を積極的に保全するとともに、現在の由良川が有する上流から下流、および水域から陸域

への生態系の連続性を維持し、由良川流域に生息する多様な生物にとって良好な生息・生

育空間の形成を目指します。


